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社員採用
ガイドブック



「
さ
あ
、社
員
を
採
用
し
よ
う
！
」と
、動
き
始
め
る
前
に
、 

こ
の
問
い
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
場
に
と
っ
て
は
売
上
ア
ッ
プ
も
業
務
の
効
率
化
も
、 

新
し
い
事
業
の
立
ち
上
げ
も
す
べ
て
が
大
切
な
要
素
。

で
も
、そ
れ
ら
を
一
人
で
担
う
の
は
荷
が
重
す
ぎ
る
か
ら
こ
そ
、 

力
を
貸
し
て
く
れ
る
社
員
の
存
在
は
宝
物
な
の
で
す
。

そ
う
目
線
を
変
え
て
み
る
と 

人
件
費
は
単
に
労
働
へ
の
対
価
で
は
な
く
、 

ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
て
い
く
た
め
の「
投
資
」と
も
い
え
ま
す
。

農
場
に
と
っ
て
社
員
と
は
？
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働
く
社
員
一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
思
い
、 

そ
の
家
族
も
幸
せ
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
職
場
な
ら
、 

社
員
も
き
っ
と
農
場
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
、 

「
い
い
仕
事
」で
報
い
よ
う
と
懸
命
に
汗
を
流
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
冊
子
に
は
そ
ん
な
好
循
環
を
生
み
出
す
社
員
を
採
用
し
て
、 

長
く
一
緒
に
歩
ん
で
い
く
た
め
の
心
得
や
ヒ
ン
ト
、 

そ
し
て
好
事
例
が
い
っ
ぱ
い
。

こ
れ
か
ら
社
員
採
用
を
考
え
て
い
る
農
家
さ
ん
に
と
っ
て
も
、 

近
い
未
来
に
入
社
を
考
え
て
い
る
農
場
の
ホ
ー
プ
に
と
っ
て
も
、 

「
い
い
出
会
い
」の
き
っ
か
け
に
な
る
と
幸
い
で
す
。

「社員採用ガイドブック」とは？
これから社員採用に力を入れる生産者に向
けたホクレン発行のガイドブックです。社員を
採用するにあたっての心構えや応募したくな
る求人広告のコツ、人材定着のノウハウ、実
際の成功事例などを1冊にまとめました。ぜひ、
ご活用ください。
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「社員採用」の心得

10
目指したいのは、農場の宝物となり農場を好きに
なってくれる社員の採用。そのために必要な心構
えや考え方、さらに応募につながるノウハウなど
を10歩の心得としてまとめました。今日から始め
られる小さな工夫もありますので、社員採用や定
着の参考書としてお役立てください。

歩
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「
目
が
回
る
ほ
ど
忙
し
い
」「
社
員

が
辞
め
て
し
ま
っ
た
」。
こ
ん

な
時
、
つ
い
「
人
手
」
と
し
て
社
員
採

用
に
乗
り
出
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。け

れ
ど
、
忙
し
さ
を
乗
り
切
る
た
め
だ
け

な
ら
、
パ
ー
ト
さ
ん
の
募
集
で
カ
バ
ー

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
業
務
の

工
夫
次
第
で
対
応
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

社
員
を
採
用
す
る
の
は
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
ス
タ
ー
ト
地
点
。「
売
上
ア
ッ
プ
の

た
め
に
若
い
力
が
欲
し
い
」「
新
し
い
事

業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」「
販
路
の
開

拓
を
担
っ
て
も
ら
い
た
い
」。
社
員
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
何
を
実
現
し
た
い
の

か
目
的
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

社員の採用は、 
その先に向かう 
スタート地点。

 

まずは農場の中長期的な経
営計画を考え、「会社としての
ゴール」を定めることが大切。
5年先、10年先の農場の規模
やビジネスの構想が整理でき
たら、現状とのギャップを一歩
ずつ埋めていくために必要な
人材の採用・育成計画を
立ててみましょう。 ココが 

ポイント
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1第 歩

採
用
に
大
切
な
の
が
求
め
る
社
員

の
人
材
像
。
ま
ず
は
年
齢
や
人

柄
、
さ
ら
に
農
業
の
知
識
や
重
機
の
資

格
が
必
要
か
な
ど
、
理
想
の
イ
メ
ー
ジ

を
具
体
的
に
思
い
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

次
に
そ
の
人
材
に
対
し
て
、
い
く
ら
お

給
料
を
払
っ
た
ら
よ
い
か
想
像
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

例
え
ば
、
最
初
か
ら
何
で
も
こ
な
せ

る
「
経
験
豊
富
な
即
戦
力
」
に
働
い
て

も
ら
う
に
は
、
相
応
の
お
給
料
や
待
遇

が
必
要
で
す
。
一
方
で
、「
求
め
る
ス

キ
ル
に
達
し
な
い
人
」
で
も
、
成
長
を

見
込
ん
で
育
て
て
い
く
道
の
り
も
あ
り

ま
す
。「
能
力
」「
待
遇
」「
ど
れ
く
ら

い
人
材
に
投
資
す
べ
き
か
」
の
バ
ラ
ン

ス
か
ら
、
求
め
る
人
材
像
を
考
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

「 こんな人に 
働いてほしい」を 
 イメージしよう。

求職者はいろんな仕事を比較
していくうちに、農業も視野に
入れるようになるケースが大半。
「ウチは周りの農場よりも待遇
が良い」と安心せず、あらゆる
業界の会社が人材獲得のラ
イバルと考えましょう。

ココが 
ポイント
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2第 歩



仕
事
に
対
す
る
考
え
方
は
十
人
十

色
。「
将
来
は
役
員
と
し
て
経
営

に
関
わ
り
た
い
」「
コ
ツ
コ
ツ
と
技
術
を

極
め
た
い
」「
10
年
後
に
は
独
立
を
考
え

て
い
る
」
な
ど
、
社
員
が
歩
み
た
い
道

に
寄
り
添
え
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
（
将
来

の
選
択
肢
）
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
で

応
募
者
の
幅
が
広
が
る
は
ず
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
任
せ
た
い
仕
事
と
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
の
道
筋
を
絞
り
、
ミ
ス
マ

ッ
チ
を
少
な
く
す
る
と
い
う
手
法
も
間

違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
場

合
も
、
経
営
理
念
や
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
化
し
た
上
で
、
人
生
設
計
を
安

心
し
て
描
け
る
農
場
だ
と
伝
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

社員の道も、 
農場の道も、明確に。

将来、結婚をして家を建てたり、子どもを
大学に通わせたりできる給与体系かどう
かが大切です。社員が人生設計を描く上
でポイントになるのが賃金カーブ。今は理
想に満たなくても、経営戦略をどう立てる
と実現できるか考えてみましょう。そのため
にも中長期的なビジョンを明確にす
るのは重要です。 ココが 

ポイント
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3第 歩

将来の選択肢と同時に確認し
ておきたいのは、勤務時間や休日

などの「働き方」と、水洗トイレや更
衣室、休憩スペースといった「働く
環境」。ほかの業界や企業と比較し
て進んでいない部分をチェックし、今
後の目標として改善案を提示するの
も好印象です。

Check!
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社
員
の
募
集
に
欠
か
せ
な
い
の
が

求
人
媒
体
。
盛
り
込
み
た
い
内

容
や
求
め
る
人
材
像
（
未
経
験
者
／
経

験
者
な
ど
）、
各
媒
体
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
た
上
で
使
い
分
け

る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
社
員

を
採
用
す
る
た
め
に
有
効
な
媒
体
の
種

類
と
特
徴
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

社員採用に 
欠かせないのが 
求人媒体です。

（ ）人材紹介サービス
人材紹介会社の担当者が登録者データから求めるスキ
ルや待遇、人柄に合う人材を紹介するサービス。採用が
成功した時に紹介手数料が発生する成功報酬型です。

○メリット
採用の可能性が高い応募
者と面接ができるため、ミス
マッチが少なく効率的です。

×デメリット
採用成功後の紹介手数料
は一般に月給の約3倍。一
度に支払う利用料金は高く
なります。

（ ）新卒＆中途採用 
合同企業説明会

多くの会社が集まり、求職者に対して会社説明を行うイ
ベント形式の場。新卒向け、転職者向け、業界特化の
説明会など、さまざまなスタイルがあります。

○メリット
求職者に自分の言葉で農
場の魅力や仕事内容をダイ
レクトに伝えられる貴重な場
です。

×デメリット
自社のブースに何人集まる
のかは保証されていないた
め、期待通りにならないこと
もあります。
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4第 歩

ジョブキタの一次産業求人コンテンツ
「北海道の農業・酪農、漁業、林業で働く」

求人メディア「ジョブキタ」の中で、農作業スタッフや牧場スタッフをはじめとする一次
産業の求人情報に特化した特集コーナーです。もともと農業に興味がある求職者にし
っかりと情報を届けながら、幅広く仕事を探している人との出会いも期待できるWebコ
ンテンツ。一次産業で働く人のインタビューや基礎知識などの記事もあり、北海道で
農場の社員を募集するためにオススメの求人媒体です。

北海道の求人サイト「ジョブキタ」がユーザー
の導線分析をしたところ、最初に農業以外の求
人情報を閲覧した後、農業の求人情報にたどり
着く人の割合は77％でした。このことからも、幅広
い求職者が農業の求人情報にアプローチしてい
ることが分かります。

ココが 
ポイント

（ ）ハローワーク
地元の求職者に強いのが特徴です。無料で利用できる
ので、必要な期間は募集しておくと良いでしょう。

○メリット
求人掲載の利用料が無料。
地元の人との出会いが望め
ます。

×デメリット
掲載できる内容や項目が決
まっているため、伝えたいこと
が限られます。

（ ）一般求人誌＆ 
Web求人サービス

幅広い求職者に向けて仕事内容や魅力を伝える媒体。
もともと農業に興味を持っていなかった人と出会うこと
も期待できます。

○メリット
希望条件の検索などによっ
て、幅広い求職者に求人情
報を見てもらえる可能性が
高まります。

×デメリット
農業についてよく知らない人
も多く、問い合わせ対応など
は丁寧にしなければなりま
せん。

（ ）農業専門求人サイト
さまざまな農場の求人情報だけを専門的に扱うWebサ
イト。農業に対して関心が高い人や同業の転職希望者
が利用するケースが大半です。

○メリット
農業に対する関心が高く、ス
キルの高い経験者が即戦力
として転職を検討するケース
も。

×デメリット
農業に興味がある人としか
出会えないため、採用の幅
が狭くなってしまいがちです。

オススメの 
求人媒体！
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未経験、異業種からの転職も歓迎です！
みんなが幸せに働ける牧場を目指しましょう！
私たちが一番に大切にしていることは、「おいしいミルクを届ける
こと」。そのためには、社員がやりがいを持って楽しく働き、自分た
ちの暮らしも充実していることが欠かせません。待遇面や制度な
ど、まだまだ改善すべき点はありますが、一つひとつを社員みんな
でつくりあげていきたいのです。そのチームの一員となり、みんな
が幸せに働ける牧場を一緒につくりませんか？

の体調管理をしてく
れるロボットです。 ベテランがいないと

う慣習を見直し、機
化に取り組んでいま

○○町は○○空港から車で約1時間のア
クセス。町内には総合病院や中規模の商
業施設、公立の小中高校があり、子育て支
援のサポート制度も充実。当社では住宅
手当を支給しますし、遠方の場合は家探し
もお手伝いします。

ステップアップしたい人、地道な作業が
好きな人、そんな個性が集まっています。
まずはあなたの希望や農場が目指して
いることをお互いに話し合ってみません
か。

求
人
広
告
を
つ
く
る
際
に
大
切
な

の
は
第
2
歩
で
も
紹
介
し
た
働

い
て
ほ
し
い
人
の
イ
メ
ー
ジ
。
求
職
者

の
生
活
環
境
や
家
族
構
成
、
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
な
ど
、
人
材
像
を
事
細
か

に
想
像
し
な
が
ら
作
成
す
る
こ
と
で
、求

人
情
報
が
よ
り
届
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

❷ ❸

（ ）❶親近感のわく 
登場人物

実際に転職や新卒で入社した
若手社員のコメントは、求職者
にとって親近感がわくため、効
果的です。

（ ）❷農場の環境を 
紹介

特に道外の方は、「北海道」
「農業」という言葉から広い大
地をイメージします。理想との
ミスマッチをなくすためにも、農
場の環境を写真とともに具体
的に提示しましょう。

（ ）❸マチや 
住まいの情報も

移住を伴う転職の場合、住ま
いや子育ての環境も大切。駅
や空港からの時間、病院や学
校、商業施設などの情報も添
えるのがポイント。

広告部分編

求人広告の 
コツとテク。

働いてほしい人の 
イメージ

25～35歳の既婚者（男女問わず）
動物が好き、牛乳が好き
子どもと過ごす時間が大切

人生をかけた仕事として農業を選択
自ら考えて動けるタイプ

経営やマネジメントにも興味あり
※求人広告上では年齢や性別などは 

限定できません。
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5第 歩

―❶

人事担当の○○です。会社はひとつの
チーム。みんなで一緒に会社を良くして
いくことで、社員みんなが幸せに暮らす
ことを目指しています。

株式会社 ○○牧場

乳牛牧場スタッフ正

若いスタッフを中心に、
全く新しいスタイルの牧場をつくりたい！
私たちは北海道の中央、○○町で約800頭の牛を飼育している
○○牧場。法人化後も、しばらくは家族経営でしたが、高齢化に
よって先代たちは徐 に々引退し、新しいスタッフが必要になりまし
た。また、環境への配慮や働き方改革など、農業の世界も大きく
変わろうとしています。そこで私たちは、若いスタッフを中心に、全
く新しいスタイルの牧場をつくろうと考えました。

入社3年目で、搾乳と哺乳、総務も兼任し
ています。ウチは若い世代が多くて和気あ
いあいとしており、上司に「これをやってみ
たい」と言うと積極的にチャレンジさせてく
れます。好きな現場をより良くできる総務
の仕事も、とっても楽しいです！

自動で哺乳や子牛
れるロボットです。
仕事が回らないとい
械化や業務の効率
す。

今や求職者は求
人広告で気になった
会社を必ずといって良
いほど検索する時代。
ホームページやブログ、
FacebookなどのSNS
を用意しておくことで、求
人広告だけでは伝えら
れない農場の日常や農
家さんの人柄を発信で
きます。

《広告》
サンプル

（ ）会社と求職者の 
未来を提示

会社の理念や目指す姿、社員
の将来の選択肢など、第1歩
や第3歩で整理した内容を簡
潔に伝えます。

❶

（ ）最も伝えるべき 
ことを

キャッチコピーと説明文は、募
集の背景を含め、一番伝えた
いことを表現。

ココが 
ポイント

※北広牧場様にご協力をいただき、見本原稿を作成しました。
※求人広告の内容はすべてダミーです。

（ ）言葉より 
多くを語る写真

求人広告は写真→キャッチコ
ピー→詳細文章の順に視線
が移ります。時に写真は言葉よ
りも多くを語るため、「どんな人
たちと働くのか」が一目で分か
るものを用意しましょう。
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PRポイント

◆当社は、牛が自由に歩き回れるフリーストール牛舎と大型のミルキング
パーラー（搾乳施設）を保有し、作業の効率化のために少しずつ機械化を進
めています。
◆今回の採用枠は1名ですが、パートの採用枠もありますのでご夫婦で働
きたいというご希望にも応えられます。
◆若手社員が活躍できる部門を増やすために、2年前からソフトクリーム
などの乳製品製造業もスタートしました。
◆ホームページやSNSもあわせてご覧ください。
https://*************************

連絡先

電話：000-000-0000〈担当／○○〉
〒000-0000　北海道○○郡○○町○○線○○号
メール：contact@○○○○.jp

会社データ

・ 酪農業
飼養頭数：○○頭
搾乳牛：○○頭、育成牛：○○頭
経営面積：○○ha（牧草○○ha、デントコーン○○ha）
・乳製品製造業
・設立　○○○○年○○月○○日
・資本金　○○○○万円

求
人
広
告
の
募
集
要
項
と
い
う
と
、

細
か
く
て
読
ま
れ
な
い
…
と
軽

視
し
が
ち
で
す
が
、
給
与
や
待
遇
、
勤

務
時
間
、
休
日
、
さ
ら
に
は
必
要
な
資

格
や
経
験
の
有
無
な
ど
、
求
職
者
に
と

っ
て
は
広
告
部
分
以
上
に
気
に
な
る
情

報
の
宝
庫
と
も
い
え
ま
す
。
募
集
要
項

も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
響
く
よ
う
、
工
夫
す

る
余
地
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

募集要項編

求人広告の 
コツとテク。

（ ）求職者にとって 
ムダな情報はゼロ
広告部分で伝えきれなかった
ことを【担当者より】【PRポイン
ト】などの項目で伝えるほか、ホ
ームページやSNSへ誘導し、さ
らに詳しい情報を見てもらうこ
とも効果的。

会社概要もしっかりと
求人広告で意外と軽視されてしま
うのが会社データです。公開して
良ければ売上なども明記すると
規模感が伝わります。

Check!
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5第 歩

―❷

募集の
目的

内容

資格

時間

休日・休暇

給与

待遇

応募

募集要項

搾乳・哺乳・牛の管理、牛舎の清掃などの酪農作業全
般。最初は先輩の作業を手伝いながら1日の流れを覚え、
餌やりや清掃などの簡単な仕事からスタートします。牛
の飼育や管理は少しずつ覚えていけばOK。また、前職
の経験や入社後の部門別体験により、適性を見つけて
いただくことも可能です。

未経験者・異業種からの転職者歓迎
2022年春卒業予定者も歓迎
要普通免許
◇まずは、興味ややる気があればOKです。
◇農業の知識は不問。また、仕事で活用できる免許は取
得補助金を支給します。
◇将来的に独立の希望がある方もサポート可能です。

5:30～9:30、14:00～18:00（実働8時間）
※休憩時間は、自宅で過ごしたり買い物に行ったり、自由
に使えます。
※残業はほとんどしないことを目指していますが、生き物
が相手ですので分娩が絡む場合などは交代で対応をし
ています。

4週6休制（夏期の場合。冬期は完全週休2日制）
夏季・年末年始休暇、有給休暇
※連休や長期休暇などは社員ができるだけ平等になる
よう交代で取得しています。

短大・専門卒／月○○○○円
大学卒／月○○○○円
転職者／月○○○○～○○○○円
※経験・能力等を考慮の上、決定します。

社会保険完備（雇用・労災保険、健康保険、厚生年金）
昇給年1回、賞与年2回
※会社の売上を社員に公開し、賞与などの根拠を共有
しています。
残業手当
住宅手当月○○○○円
通勤手当（通勤距離に応じて、ガソリン代支給）
家族手当 
（配偶者は○○○○円、その他扶養家族は1人に付き○○○○円）

資格取得支援（人工授精師、受精卵移植師、作業免許など）
資格手当あり（人工授精師・受精卵移植師／月○○○○円）

応募だけでなく、検討のために農場を見てみたい、話を
聞いてみたいというご連絡も歓迎です。農場見学や農
作業体験も随時受け付け中。まずは、お互いのことを気
軽にお話ししましょう。
※遠方の方は、電話やオンラインでの対応、最終面接時
の交通費や宿泊費などもご相談に応じます。

法人化して20年。規模拡大して新規事業に取り組むた
めの社員募集です。

（ ）入社後のイメージを
最初は何から覚え、どのように
仕事を教えてもらえるのか、入
社後の自分を想像できると安
心感につながります。

（ ）待遇面も詳細に
待遇面が充実している会社と
いうアピールになるため、資格
手当などは省略せず、スペース
が許される範囲でできるだけ
詳しく書きましょう。 （ ）問い合わせを 

増やす工夫も
次の第6歩でも詳しく解説しま
すが、未経験者にとって農業へ
の応募はハードルが高いため、
不安を払拭して応募へとつな
げてもらえるように促しましょう。

（ ）どんな人を求めて 
いるかを明確に

未経験者にとって農業は遠い
存在です。求職者にとって対
象になるのかを分かりやすく伝
えます。

（ ）勤務時間や休日・ 
休暇は丁寧に

夏の農繁期と冬の閑散期で
勤務日数や時間が異なる場合
や、夏季・年末年始休暇など
は省略せずに丁寧に伝えます。

（ ）給与の根拠を 
できるだけ明確に
給与は、幅を持たせるケースが
多いですが、その根拠をできる
だけ分かりやすく伝えることも
重要。

《募集要項》
サンプル
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社
員
募
集
は
パ
ー
ト
さ
ん
の
採
用

と
は
異
な
り
、
遠
方
の
求
職
者

が
移
住
を
視
野
に
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
求
人
広
告
＝
即

応
募
」
で
は
な
く
、
農
場
の
魅
力
と
人

材
の
募
集
を
伝
え
る
た
め
の
種
ま
き
と

考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
実
り
は
ズ
バ
リ

「
問
い
合
わ
せ
」
で
す
。

求
職
者
の
問
い
合
わ
せ
に
は
「
農
場

見
学
」
や
「
農
作
業
体
験
」
に
誘
っ
て

み
る
な
ど
、
い
き
な
り
面
接
に
進
む
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
お
互
い
の
思
い
を

気
軽
に
話
せ
る
場
を
設
け
る
の
が
オ
ス

ス
メ
で
す
。
そ
の
上
で
農
場
を
気
に
入

っ
て
く
れ
た
ら
応
募
し
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
伝
わ
る
と
、
求
職
者
に
と
っ

て
ハ
ー
ド
ル
が
グ
ッ
と
下
が
り
ま
す
。

求人広告の実りは、 
 「問い合わせ」が 
増えること。

遠方からの応募でどうしてもネ
ックになるのが距離。物理的
にも心理的にも距離を縮める
には求職者とのやり取りに電
話やオンラインを積極的に活
用しましょう。余裕があれば面
接にかかる交通費を負
担すると好印象です。 ココが 

ポイント
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6第 歩

応
募
の
連
絡
に
は
素
早
く
、
丁
寧

に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
農
繁
期

だ
か
ら
と
後
回
し
に
す
る
と
、
求
職
者

が
別
の
会
社
に
心
変
わ
り
を
し
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
迅

速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

面
接
は
一
方
的
に
判
断
を
下
す
の
で

は
な
く
、お
互
い
の
立
場
が
対
等
な「
お

見
合
い
」と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
求

職
者
も
「
こ
こ
は
自
分
に
と
っ
て
良
い

職
場
な
の
か
」
と
い
う
目
線
で
農
場
を

選
ん
で
い
ま
す
。
相
手
の
要
望
に
も
し

っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
双
方
が
納
得
で

き
る
着
地
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
後
々

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減
ら
す
秘
訣
で
す
。

面接では、 
応募者にも 
選ばれています。

応募者に内定を出したからと
いって油断は禁物。内定者と
いえども意外と心変わりが早
いものです。入社日までに気持
ちが変わってしまうことがない
よう定期的に連絡するなど、
内定者の不安解消を心
がけましょう。 ココが 

ポイント
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7第 歩



い
ざ
社
員
が
入
社
…
し
た
も
の
の
、

1
年
も
経
た
ず
に
退
職
し
て
し

ま
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
水
の

泡
。
長
く
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必
要
で

す
。そ

の
一
つ
が
社
員
の
育
成
。昔
は「
見

て
覚
え
る
」
が
当
然
で
し
た
が
、
イ
マ

ド
キ
は
褒
め
て
伸
ば
す
の
が
主
流
で
す
。

ま
ず
は
で
き
る
ま
で
じ
っ
く
り
と
教
え
、

少
し
ず
つ
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
権
限
も
与
え
ま
し
ょ
う
。「
指

示
待
ち
」
で
は
な
く
自
ら
考
え
て
行
動

す
る
意
識
も
育
ち
ま
す
。

最
初
は
何
も
で
き
な
く
て
当
た
り
前
。

ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
ど
こ
ま
で
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
の
か
、
教
育
計

画
を
立
て
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

愛情をこめて 
育むのは、 
社員も同じです。ン。

上司（教育者）と新入社員では、
つい上下関係になってしまい
がちです。でも、上司も部下を
マネジメントするという役割が
あるだけで、「一人の人間」とし
ては農場内の全員が対等。そ
んな意識で教育にあたると、
新人も心を開いてくれやす
くなります。 ココが 

ポイント
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8第 歩

社
員
の
や
る
気
を
保
つ
秘
訣
は

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

仕
事
の
何
気
な
い
工
夫
も
、
職
場
で
悩

ん
で
い
る
こ
と
も
、
上
司
が
細
や
か
に

目
を
配
り
、「
努
力
や
苦
労
を
分
か
っ

て
い
る
」
と
伝
え
る
だ
け
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
段
違
い
に
高
ま
り
ま
す
。

新
人
さ
ん
に
は
普
段
か
ら
「
困
っ
て

い
る
こ
と
は
な
い
？
」「
こ
の
仕
事
の

ポ
イ
ン
ト
は
ね
…
」
と
積
極
的
に
声
を

か
け
る
と
「
見
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
」

と
安
心
し
て
も
ら
え
ま
す
。
加
え
て
、社

員
と
上
司
が
普
段
か
ら
思
っ
て
い
る
こ

と
を
お
互
い
に
伝
え
る
面
談
を
定
期
的

に
開
く
の
も
効
果
的
で
す
。
面
談
が
評

価
に
影
響
す
る
場
合
は
、
一
人
で
判
断

し
な
い
よ
う
周
り
の
人
に
も
聞
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

「 見てるよ」は、 
やる気を保つ 
コミュニケーション。

最近では、人事評価を「見える
化」できるシステムを導入する
農業生産法人も少しずつ増え
てきているようです。社員定着
のための仕組みをすべて自社
で考えるのではなく、既存のツ
ールを活用することで、短期間
で効果を発揮することも
あります。 ココが 

ポイント
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9第 歩



社
員
の
こ
と
を
い
く
ら
大
切
に
思

っ
て
い
て
も
、
働
く
人
は
つ
い

仕
事
の
進
め
方
や
業
務
の
指
示
に
小
さ

な
不
満
を
抱
い
て
し
ま
う
も
の
。
そ
の

解
決
の
糸
口
は
、
社
員
全
員
が
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
と

い
う
考
え
方
に
あ
り
ま
す
。

農
場
全
体
に
関
わ
る
業
務
改
善
や
働

き
方
改
革
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
に
伝
え

が
ち
で
す
。
け
れ
ど
、
社
員
み
ん
な
で

よ
り
良
い
農
場
づ
く
り
の
た
め
の
ア
イ

デ
ア
や
工
夫
を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
一
人
ひ
と
り
の
「
こ
の
農
場
を

つ
く
り
、
成
長
さ
せ
て
い
る
」
と
い
う

意
識
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
そ
れ
が
「
農

場
に
も
っ
と
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
を
育
む
の
で
す
。

農場づくりに 
みんなで向き合うと、 
社員の愛着が 
高まっていきます。

「ありがとう」は魔法の言葉で
す。心の中で思うだけではなく、
日々支え合っている社員同士
が言葉にして伝えるだけでも、
チームプレーや助け合いがス
ムーズになります。ぜひ、お試
しください。

ココが 
ポイント
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10第 歩

Interview
社員採用の好事例紹介

社員の募集や定着にさまざまな工夫を凝らし、 
農場に好サイクルを生み出している農家さんのもとを訪ねました。 

イキイキと長く働いてくれる人の採用に向けた 
心構えや秘訣、最新ツールなどについてインタビュー！

／ 工夫も手法もいろいろ！ ＼
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1Interview
.

就職 
したくなる牧場が 
生き残っていく

会社や酪農を 
未来につなぐのは 

経営者ではなく社員です。
標茶町「有限会社阿

あ

歴
れ き

内
な い

ファーム」

口
コ
ミ
や
紹
介
で
入
社
す
る 

未
経
験
社
員
た
ち
。

標
茶
町
初
の
複
数
戸
の
酪
農
家
で
構
成
さ
れ
た

協
業
法
人
と
し
て
酪
農
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

有
限
会
社
阿
歴
内
フ
ァ
ー
ム
。
設
立
当
初
は
３
０

０
頭
規
模
の
経
営
で
し
た
が
、
四
半
世
紀
近
く
の

歩
み
を
重
ね
た
現
在
で
は
乳
牛
１
５
０
０
頭
を
飼

育
、
経
営
面
積
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
大
牧

場
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

「
支
え
て
い
る
の
は
16
名
の
正
社
員
と
数
名
の
パ

ー
ト
さ
ん
。
2
つ
の
牛
舎
管
理
の
ほ
か
、
機
械
操

作
や
圃
場
管
理
な
ど
の
野
外
作
業
に
も
取
り
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
そ
う
語
る
の
は
同
社
の
早

川
敏
文
さ
ん
。
社
員
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
ら

れ
る
頼
も
し
き
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

「
社
員
は
異
業
種
か
ら
の
転
職
組
が
ほ
と
ん
ど
。

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
、
コ
ン
ビ
ニ
店
員
、
営
業
な
ど

前
職
は
見
事
に
バ
ラ
バ
ラ
、
も
ち
ろ
ん
全
員
が
農

業
未
経
験
で
の
入
社
で
す
」

募
集
に
関
し
て
は
一
部
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
求
人

情
報
も
使
い
ま
す
が
、
最
近
は
口
コ
ミ
や
社
員
か

ら
の
紹
介
が
中
心
で
す
。こ
の
求
職
者
か
ら
の〝
人

気
ぶ
り
〞
の
理
由
を
紐
解
い
て
み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
職
員
の
給
与
や
福
利
厚
生
に 

追
いつ
き
、追
い
越
せ
。

業
界
全
体
が
人
材
不
足
の
中
、
同
社
が
順
調
に

人
材
を
確
保
で
き
て
い
る
理
由
は
社
員
目
線
の
労

働
条
件
に
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
ず
は
勤
務
時
間
。

代
表
取
締
役
の 

早
川
敏
文
さ
ん

22

「
基
本
は
朝
5
時
出
社
で
す
が
、
シ
フ
ト
に
よ
る

時
差
勤
務
や
3
時
間
の
休
憩
を
挟
む
た
め
、
実
労

は
1
日
8
時
間
程
度
。
夕
方
の
搾
乳
開
始
時
間
を

早
め
て
退
社
時
間
は
遅
く
て
も
18
時
、
作
業
が
一

段
落
し
た
日
は
積
極
的
に
早
上
が
り
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
休
日
は
4
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま

で
の
農
繁
期
は
週
1
回
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
完

全
週
休
2
日
制
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
法
令
に
準

じ
た
有
給
休
暇
も
導
入
し
、
現
在
社
員
全
体
で
8

割
の
消
化
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
」

こ
う
し
た
改
革
は
待
遇
面
で
も
。

「
会
社
の
収
支
状
況
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
そ
れ

に
準
じ
た
給
与
規
定
を
確
立
。
早
朝
出
勤
を
見
越

し
た
手
当
な
ど
を
含
む
給
与
の
ほ
か
、
年
2
回
の

ボ
ー
ナ
ス
、
決
算
手
当
な
ど
で
利
益
を
社
員
に
還

元
し
て
い
ま
す
」

ち
な
み
に
同
社
が
給
与
規
定
の
参
考
に
し
た
の

は
Ｊ
Ａ
職
員
の
も
の
。

「
身
近
な
存
在
で
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
の
が
Ｊ
Ａ
の

方
々
。給
与
や
賞
与
が
そ
の
基
準
に
近
づ
け
ば
、社

員
も
納
得
し
て
く
れ
る
と
考
え
た
ん
で
す
」

自
分
の
苦
い
経
験
を 

今
の
子
に
味
わっ
て
ほ
し
く
な
い
。

同
社
の
社
員
は
ほ
ぼ
全
員
が
未
経
験
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
。
教
育
や
研
修
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

「
ど
ん
な
方
に
も
培
っ
た
経
験
や
職
歴
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
そ
れ
を
活
か
し
て
あ
げ
る
こ
と
か
ら

考
え
ま
す
」

例
え
ば
前
職
が
運
転
手
な
ら
機
械
操
作
が
向
い

て
い
る
の
で
は
、
内
勤
な
ら
軽
作
業
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
あ
げ
よ
う
…
本
人
の
希
望
も
配
慮
し
な

が
ら
可
能
な
限
り
適
材
適
所
で
働
い
て
も
ら
う
こ

と
を
目
指
す
の
が
早
川
さ
ん
の
発
想
。
先
輩
が
指

導
す
る
と
い
う
Ｏ（
※
）Ｊ
Ｔ
に
お
い
て
も
「
自
分
や
役

員
が
ど
ん
ど
ん
現
場
に
足
を
運
び
、
ジ
ョ
ー
ク
を

交
え
な
が
ら
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活

性
化
さ
せ
て
い
く
」
と
言
い
ま
す
。
時
に
は
自
信

喪
失
気
味
の
社
員
か
ら
悩
み
相
談
を
持
ち
か
け
ら

れ
る
こ
と
も
。

「
そ
ん
な
社
員
に
は
あ
な
た
が
い
な
き
ゃ
困
る
と

力
説
し
ま
す
。
働
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分
が

必
要
と
さ
れ
る
気
持
ち
が
生
み
出
す
も
の
だ
か
ら
」

そ
ん
な
献
身
的
に
さ
え
映
る
早
川
さ
ん
の
取
り

組
み
は
、
職
場
の
ム
ー
ド
を
明
る
く
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
愛
社
精
神
や
相
互
扶
助
の
気
運
を
育
ん

で
い
る
よ
う
に
映
り
ま
す
。
な
ら
ば
こ
こ
で
最
後

の
質
問
、
会
社
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
一
生
懸
命
な

の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？

「
実
は
子
ど
も
の
頃
、
酪
農
家
の
両
親
に
遊
ん
で

も
ら
っ
た
記
憶
が
な
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
思
い
を

今
の
子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
た
く

な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
ん
な
環

境
じ
ゃ
誰
も
酪
農
業
界
で
働
き

た
く
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
会

社
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
そ

し
て
酪
農
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
ま
だ
ま
だ
自
分
が
率
先
し
て

汗
を
か
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

有限会社阿歴内ファーム
川上郡標茶町字阿歴内１番地

海外からの農業実習生も 
積極的に受け入れています。

経験や希望を活かした仕事に就けることも 
定着率を上げる要因。

500頭の飼養規模を 
誇る第一牛舎。 
衛生的な環境も 
自慢です。

（※）職場での実務経験を主体とする従業員の職業教育。
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2Interview
.

面
接
で
は
農
業
に
か
け
る 

決
意
と
強
い
意
志
を
確
認
。

田
園
風
景
が
四
方
に
広
が
る
新
篠
津
村
で
有
機

栽
培
や
減
農
薬
の
特
別
栽
培
で
玉
ね
ぎ
の
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
新
篠
津
つ
ち
か
ら
農
場

株
式
会
社
。

「
玉
ね
ぎ
に
は
『
ね
を
／
Ｎ
Ｅ
Ｏ
』
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
名
を
冠
し
て
い
ま
す
。
畑
に
は
必
ず
有
機
物

を
還
元
。
大
地
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
蓄
え
た
自
然

な
甘
み
が
特
長
で
す
」
と
語
る
の
は
中
村
好
伸
さ

ん
。
現
在
6
名
の
社
員
を
抱
え
る
同
社
の
代
表
で

す
。

「
社
歴
が
最
長
の
社
員
で
11
年
目
。
2
カ
月
前
に

ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
社
員
に
な
っ
た
新
人
も
い
ま
す
」

募
集
は
札
幌
や
首
都
圏
な
ど
で
開
催
さ
れ
る

「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
な
ど
の
就
農
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
の
ほ
か
、
求
人
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
な
ど
が

メ
イ
ン
。
近
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
応

募
し
て
く
る
方
も
い
る
そ
う
。
応
募
は
圧
倒
的
に

道
外
か
ら
が
多
い
と
言
い
ま
す
。
で
は
面
接
で
は

応
募
者
と
ど
の
よ
う
な
話
を
す
る
の
で
し
ょ
う

か
？

「
や
は
り
憧
れ
だ
け
で
続
け
ら
れ
る
仕
事
で
は
な

い
で
す
か
ら
、
農
場
や
会
社
の
概
要
を
伝
え
た
後

は
、
辛
い
こ
と
や
単
純
作
業
が
続
く
こ
と
も
あ
る

と
伝
え
ま
す
。
そ
れ
に
対
す
る
受
け
答
え
や
態
度

か
ら
『
覚
悟
を
決
め
て
の
決
断
か
』『
農
業
に
対
す

る
確
か
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る
か
』
な
ど
を

見
て
い
ま
す
」

現代の 
ビジネス感覚を 
農業の現場に 
果敢に導入

企業の理念や 
ビジョンを共有する 
ステークホルダーです。

新篠津村「新篠津つちから農場株式会社」

代
表
取
締
役
の 

中
村
好
伸
さ
ん
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働
く
環
境
や
待
遇
、 

キ
ャ
リ
ア
パス（
将
来
の
選
択
肢
）も
整
備
し
て
。

中
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
社
員
と
は
ど
う
い
う
存

在
な
の
で
し
ょ
う
。

「
派
遣
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
な
ら
労
働
力
と
し
て

捉
え
ま
す
が
、社
員
の
場
合
は
取
引
先
と
同
じ
、弊

社
の
ス（

※
）テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
。
企
業
と
と
も
に
成
長

し
お
互
い
の
夢
を
叶
え
て
い
く
大
切
な
存
在
で
す
」

こ
う
し
た
企
業
の
考
え
に
共
鳴
し
て
も
ら
う
た

め
に
は
、
社
員
の
経
済
的
な
安
定
・
や
り
が
い
を

感
じ
る
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
。
こ
の
た
め
中
村

さ
ん
も
早
く
か
ら
労
働
環
境
や
待
遇
の
整
備
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

「
基
本
的
に
残
業
は
な
し
。
日
曜
は
休
み
、
有
給

は
最
低
年
5
日
以
上
消
化
、
振
替
休
日
制
度
、
年

末
年
始
は
１
週
間
、
お
盆
は
２
〜
３
日
の
休
み
と

し
て
い
ま
す
。
収
益
を
反
映
さ
せ
る
賞
与
の
ほ
か
、

昇
給
や
退
職
金
制
度
、
燃
料
な
ど
の
手
当
も
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
」

ま
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
に
し
て
い
る
の
も

同
社
の
特
長
。

「
会
社
の
幹
部
に
な
る
、
主
軸
社
員
と
し
て
定
着

す
る
、
あ
る
い
は
独
立
起
業
す
る
な
ど
社
員
が
希

望
す
る
進
路
を
可
能
な
限
り
叶
え
る
の
が
弊
社
の

ス
タ
ン
ス
。
ち
な
み
に
最
長
社
歴
の
社
員
は
自
分

の
後
継
と
な
る
べ
く
経
営
面
の
ス
キ
ル
も
積
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
独
立
志
向
の
社
員
に
は

リ
ス
ク
分
散
を
図
る
た
め
弊
社
の
分
社
と
し
て
起

業
す
る
道
も
提
示
し
て
い
ま
す
」

社
員
の
目
線
を
整
え
る 

イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィン
グ
ま
で
。

制
度
や
環
境
の
整
備
を
進
め
る
一
方
、
中
村
さ

ん
は
『
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
』
と
い
う
取

り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。

「
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
企
業
の
使

命
や
目
標
な
ど
を
明
文
化
し
社
内
の
価
値
観
の
共

有
を
図
る
取
り
組
み
。
社
員
全
員
が
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
た
め
の
指
針
で
す
」

中
村
さ
ん
が
指
差
す
先
に
は
理
念
を
記
し
た
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
社
員
や
玉
ね
ぎ
な
ど
の
写
真
が

レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
。わ
ず
か
6
人
の
社
員
の
た
め
、さ

ら
に
手
間
や
コ
ス
ト
を
か
け
て
も
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
す
る
価
値
は
あ
る
、
と
い
う
の
が

中
村
さ
ん
の
考
え
。

「
た
と
え
今
は
社
員
の
心
に
響
い
て
な
く
て
も
、生

き
方
に
迷
っ
た
時
や
将
来
を
考
え
た
時
な
ど
、
こ

の
理
念
が
い
つ
か
必
ず
腑
に
落
ち
る
は
ず
。
社
員

が
『
使
わ
れ
て
い
る
人
』
か
ら
『
企
業
と
共
に
成

長
し
て
い
く
存
在
』
に
変
わ
っ
て
い
く
瞬
間
で
す
。

そ
の
日
の
た
め
に
今
か
ら
辛
抱
強
く
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
ん
で
す
」

3
連
ポ
ス
タ
ー
の
一
枚
、写
真
は
玉

ね
ぎ
畑
に
凛
と
立
つ
中
村
さ
ん
と
社
員

た
ち
。
そ
こ
に
は
こ
ん
な
言
葉
が
添
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

―
玉
ね
ぎ
を
育
て
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
―

新篠津つちから農場 
株式会社
石狩郡新篠津村 
第37線北24番地 
https://www.tsuchikara.jp/

声をかける、話を聞く… 
中村さんは現場のコミュニケーションの要。

（※）企業や組織が活動を行うことで影響を受ける利害関係者。

専門コンサルタント会社の 
協力を仰ぎながら展開されていく 
インナーブランディング。
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.

農
業
特
化
型
の
就
職
イ
ベン
ト
で
、 

効
率
的
な
採
用
に
手
応
え
ア
リ
。

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
の
ト
マ
ト
や
特
別
栽
培
米
な

ど
を
生
産
し
、そ
の
加
工
品
づ
く
り
や
直
売
店
、カ

フ
ェ
の
展
開
に
も
早
い
時
期
か
ら
乗
り
出
し
た
株

式
会
社
谷
口
農
場
。
１
９
９
２
年
に
自
社
工
場
を

設
け
た
こ
と
が
、
社
員
ス
タ
ッ
フ
採
用
に
力
を
入

れ
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
知
人
や
縁
故
の
雇
用
が
多
か
っ
た
た

め
、
当
初
は
採
用
に
苦
戦
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
新
・
農
業
人
フ
ェ

ア
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
新
卒
の
就
職
情

報
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
農
場

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

こ
う
話
す
の
は
専
務
取
締
役
と
採
用
担
当
を
兼

務
す
る
小
関
拓
哉
さ
ん
。
ご
自
身
も
酪
農
学
園
大

学
に
在
学
中
、「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
で
同
社
の

こ
と
を
知
り
、
２
０
０
３
年
に
新
卒
社
員
と
し
て

入
社
し
ま
し
た
。

「
た
だ
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
費
用
と
労
力
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る
と
ベ
ス
ト
と
ま
で
は
い
え
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
優
秀
な
人
材
を
採
用
し
、
も
っ
と
良
い

会
社
に
す
る
の
は
延
々
と
付
き
ま
と

う
課
題
。
最
近
で
は
、農
業
に
特
化

し
た
1
日
限
り
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
ま
し
た
。
農
業
に
や
り
が
い

を
見
出
し
て
い
る
参
加
者
が
多
い

た
め
、効
率
的
な
採
用
に
つ
な
が
る

手
応
え
が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

ＩCＴツールを 
使った活発な 
コミュニケーション

いいことも悪いことも、 
すべて共有することで、 
意識が変わりました。
旭川市「株式会社谷口農場」

専
務
取
締
役
と 

採
用
担
当
を
兼
務
す
る 

小
関
拓
哉
さ
ん
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働
き
方
改
革
の
た
め
に
、 

「
仕
事
の
シェ
ア
」を
ス
タ
ー
ト
。

同
社
は
実
際
に
作
物
を
生
産
す
る
農
産
部
や
加

工
品
づ
く
り
に
携
わ
る
製
造
部
な
ど
、
5
つ
の
部

署
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
対
面
販
売

が
苦
手
な
ス
タ
ッ
フ
を
農
業
の
現
場
に
配
置
す
る

な
ど
、
適
材
適
所
を
心
掛
け
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
人
事
異
動
が
少
な
い
の
は
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て

居
心
地
が
良
い
反
面
、
人
の
入
れ
替
え
が
な
い
と

職
場
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
縦
割
り
の

色
合
い
が
濃
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
万
一
の
時
に

他
部
署
の
人
間
が
代
わ
り
に
な
る
こ
と
も
で
き
な

い
の
が
ジ
レ
ン
マ
で
…
」

こ
の
課
題
解
決
の
追
い
風
と
な
っ
た
の
が
、
昨

今
の
働
き
方
改
革
。
農
産
部
で
は
早
く
帰
れ
る
日

は
定
時
前
に
退
社
し
て
も
ら
っ
た
り
、
夏
場
に
忙

し
く
な
る
ト
マ
ト
の
作
業
で
は
、
出
荷
を
ゼ
ロ
に

す
る
日
を
つ
く
る
こ
と
で
強
制
的
に
休
め
る
日
を

設
け
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
と
言

い
ま
す
。

「
た
だ
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
早
く
帰
る
た
め
に
仕
事

量
を
減
ら
す
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
お

互
い
の
部
署
が
仕
事
を
シ
ェ
ア
で
き
る
よ
う
に
働

き
か
け
、
製
造
部
が
忙
し
い
時
は
事
務
方
が
応
援

に
駆
け
つ
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
徐
々
に
協
力

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
」

一
方
で
、
直
売
店
の
営
業
時
間
を
短
縮
す
る
と

い
っ
た
動
き
も
推
進
予
定
。
そ
の
代
わ
り
に
コ
ロ

ナ
禍
で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
人
が
増
え
た
こ
と
に
着

目
し
、
市
内
の
個
人
宅
に
無
料
配
達
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
や

す
さ
を
つ
く
る
た
め
に
は
知
恵
も
出
さ
な
い
と
」

と
小
関
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

会
社
を「
自
分
ご
と
」と
し
て 

と
ら
え
る
意
識
の
高
ま
り
。

小
関
さ
ん
が
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

さ
ら
に
活
発
に
す
る
た
め
に
、
昨
年
取
り
入
れ
た

の
が
社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
「T

ト
ー
ク
ノ
ー
ト

alknote

」。
縦
割
り
で

淡
々
と
仕
事
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
生
産
部
が

つ
く
っ
た
ト
マ
ト
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
売
ら
れ

て
い
る
の
か
な
ど
、
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
で
手

応
え
に
結
び
つ
け
る
の
が
目
的
で
し
た
。

「
社
員
と
常
勤
の
パ
ー
ト
さ
ん
を
対
象
に
、
い
い

こ
と
も
、
ク
レ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
悪
い
こ
と

も
、
す
べ
て
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
初
は
導
入
に
疑
問
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
し

た
が
、
直
売
店
で
自
分
の
手
が
け
た
ト
マ
ト
が
た

く
さ
ん
売
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
張
り
合

い
に
な
っ
た
よ
う
で
す
」

こ
の
ツ
ー
ル
は
グ
ル
ー
プ
で
仕
事
の
指
示
を
出

し
合
っ
た
り
、
部
署
間
で
業
務
の
依
頼
を
出
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
か
げ
で
そ
れ
ぞ
れ

の
垣
根
が
低
く
な
り
、
全
員
が
会
社
の
こ
と
を
他

人
ご
と
で
は
な
く
「
自
分
ご
と
」
と
し
て

と
ら
え
る
意
識
が
高
ま
っ
た
と
か
。

「
植
え
付
け
や
草
取
り
を
全
員
で
短
時

間
の
う
ち
に
終
わ
ら
せ
る
な
ど
、こ
れ
ま

で
に
な
い
変
化
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

今
後
は
業
務
の
内
容
や
量
を
可
視
化
し
、

一
人
ひ
と
り
の
負
担
を
さ
ら
に
平
均
化
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
指
す
は
夏
で

も
定
時
に
帰
れ
る
会
社
づ
く
り
で
す
！
」

株式会社谷口農場
旭川市東旭川町共栄255番地 
https://taniguchifarm.co.jp/

社員を信じなければ自分も 
信じてもらえないからと 
積極的にコミュニケーション。

社
内
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の 

や
り
取
り
は
実
に
頻
繁
。
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.

家
族
の「
あ
う
ん
の
呼
吸
」が
、 

牧
場
危
機
の
引
き
金
に
!?

1
９
９
６
年
、
新
得
町
内
４
軒
の
酪
農
家
が
手

を
携
え
て
生
ま
れ
た
有
限
会
社
北
広
牧
場
。
約
９

０
０
頭
の
乳
牛
を
飼
養
す
る
ほ
か
、
乳
製
品
加
工

や
移
動
販
売
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
手
が
け
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ー
ム
内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
ま
ず
驚
い

た
の
が
、イ
キ
イ
キ
と
働
く
若
手
社
員
の
多
さ
。聞

け
ば
、
ス
タ
ッ
フ
22
名
の
平
均
年
齢
は
27
歳
な
の

だ
そ
う
で
す
。

「
社
員
採
用
に
力
を
入
れ
始
め
た
の
は
５
年
ほ
ど

前
。
と
い
う
の
も
、
き
っ
か
け
は
組
織
が
崩
壊
し

か
け
た
こ
と
な
の
で
す
が
…
（
苦
笑
）」

こ
う
話
す
の
は
取
締
役
の
若
杉
真
吾
さ
ん
。
現

在
代
表
取
締
役
を
務
め
る
若
杉
政
敏
さ
ん
の
ご
子

息
で
す
。
組
織
崩
壊
の
危
機
と
は
一
体
何
が
？

「
も
と
も
と
は
家
族
を
中
心
に
あ
う
ん
の
呼
吸
で

仕
事
を
進
め
る
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
け
れ
ど
、
年

齢
を
重
ね
た
身
内
の
引
退
が
増
え
、
外
部
雇
用
の

割
合
が
高
ま
っ
た
時
に
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
ん
で
す
。
朝
も
何
と
な
く
仕
事
が
始
ま
り
、
ル

ー
ル
も
明
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
が
〝
空

気
感
〞。
次
第
に
ス
タ
ッ
フ
の
統
制
が
取
れ
な
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
」

危
機
感
を
抱
い
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
若
杉

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
創
業
家
の
若
き
後
継
者
た

ち
。
人
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
会
社
の
環

境
を
変
え
よ
う
と
対
話
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

会社組織 
としてのルールや 
評価制度の整備

みんなで 
牧場を良くしたくなる 

仕組みづくりが大切です。
新得町「有限会社北広牧場」

取
締
役
と 

採
用
担
当
を
兼
任
す
る 

若
杉
真
吾
さ
ん
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経
営
理
念
の
見
直
し
と
、 

そ
れ
を
浸
透
さ
せ
る
行
動
指
針
。

若
杉
さ
ん
た
ち
は
組
織
づ
く
り
の
勉
強
や
他
業

界
の
会
社
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
続
け
、
最
初
に
取
り

組
ん
だ
の
が
経
営
理
念
の
見
直
し
。
も
と
も
と
代

表
が
口
を
酸
っ
ぱ
く
し
て
伝
え
続
け
て
き
た
「
牛

も
人
も
健
康
に
」
を
ベ
ー
ス
に
、「
牛
も
人
も
幸
せ

に
」
を
牧
場
の
新
た
な
理
念
と
し
て
打
ち
立
て
ま

し
た
。

「
さ
ら
に
、
当
牧
場
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と

し
て
『
調
和
（
良
い
関
係
づ
く
り
）』『
変
革
（
チ
ャ

レ
ン
ジ
）』『
幸
福
（
ス
タ
ッ
フ
や
地
域
を
幸
せ
に
）』

の
３
つ
の
バ
リ
ュ
ー
（
価
値
）
を
考
え
ま
し
た
。
家

族
以
外
の
人
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
以
上
、
価
値

観
を
共
有
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」

牧
場
の
存
在
意
義
や
目
標
を
明
確
に
し
た
と
こ

ろ
で
、
今
度
は
そ
の
浸
透
を
進
め
る
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
か
か
っ
た
と
か
。
就
業
規
則
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
経
営
理
念
を
達
成
す
る
た
め
の
行
動
指
針

を
社
員
と
一
緒
に
作
成
し
ま
し
た
。

「
牛
に
対
し
て
優
し
く
す
る
、
謙
虚
で
あ
る
、
報

告
連
絡
相
談
を
素
早
く
…
な
ど
と
い
っ
た
６
つ
の

行
動
指
針
を
立
て
、
仕
事
を
す
る
上
で
の
足
が
か

り
に
し
ま
し
た
。
今
も
社
員
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
き
な
が
ら
項
目
を
常
に
改
善
し
て
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
に
「
み
ん
な
で
」
会
社
の
こ
と
を
考

え
る
の
は
共
同
経
営
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
脈
々
と
根
付
い

て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。

若
く
チ
ャレン
ジ
精
神
旺
盛
な 

新
卒
社
員
を
採
用
す
る
た
め
に
。

同
社
の
立
て
直
し
と
し
て
最
後
に
取
り
組
ん
だ

の
が
業
務
改
善
。
農
場
の
デ
ー
タ
解
析
や
勤
怠
管

理
、
人
事
管
理
な
ど
の
ソ
フ
ト
を
取
り
入
れ
、
社

内
連
絡
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
の
「L

ラ
イ
ン

INE 
W

ワ
ー
ク
ス

ORKS

」を
導
入
す
る
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
フ

ル
活
用
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
が

か
り
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
、
代
表
や
ベ
テ
ラ

ン
役
員
の
反
対
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

「
社
長
や
専
務
と
は
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
す
。
け
れ
ど
、
最
終
的
に
は
『
こ
れ
か
ら
は

若
い
世
代
が
中
心
に
な
る
の
だ
か
ら
』
と
任
せ
て

も
ら
え
た
の
で
、
大
胆
に
環
境
整
備
を
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
最
近
は
社
長
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
に

バ
ン
バ
ン
投
稿
し
て
い
ま
す
ね
（
笑
）」

人
手
が
足
り
ず
に
苦
し
い
中
で
も
環
境
整
備
を

着
々
と
進
め
、
３
年
ほ
ど
前
に
は
新
卒
採
用
に
も

乗
り
出
し
ま
し
た
。
会
社
の
文
化
や
社
風
が
ま
だ

出
来
上
が
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ

若
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
社
員
と
と
も
に

土
台
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

「
最
初
は
３
名
の
学
生
を
採
用
し
、
今
も
全
員
が

定
着
し
て
い
る
こ
と
に
ひ
と
安
心
。
１
人
は
僕
と

と
も
に
現
場
と
採
用
担
当
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業

務
を
兼
任
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
や
自
社

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

待
遇
や
成
長
で
き
る
環
境
、
自
社
製
品
の
リ
リ

ー
ス
、
若
手
社
員
の
活
気
と
い
っ
た
自
社
の
魅
力

生産性を可視化するためにICTツールを導入。 
社員の忌憚のない意見を吸い上げるために 
アンケート機能も活用。

同社では効率化を追求しつつ、 
「牛に優しく」も行動指針。
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5

を
改
め
て
発
掘
し
、
新
卒
採
用
に
打
ち
出
し
て
い

っ
た
結
果
、
10
名
近
く
の
社
員
が
増
え
た
と
振
り

返
り
ま
す
。

「
頑
張
る
基
準
」を
明
確
に
し
て 

評
価
す
る
こ
と
。

同
社
は
２
０
１
８
年
に
北
海
道
の
酪
農
家
で
は

初
め
て
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

「ISO22000

」
を
取
得
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
教

育
の
土
台
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、新

人
を
イ
チ
か
ら
指
導
し
、
目
標
を
持
っ
て
働
き
続

け
て
も
ら
う
環
境
づ
く
り
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。

「
外
部
講
師
を
招
い
た
各
種
研
修
も
２
カ
月
に
一

度
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ウ
チ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
と
こ
ろ
は
搾
乳
や
哺
育
、
繁
殖
な
ど
の
業
務

を
変
え
る
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
３
カ
月
ご

と
に
持
ち
場
を
変
え
、
そ
の
間
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
こ
と
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
定
例
報
告
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
で
、最

近
で
は
社
員
か
ら
積
極
的
に
改
善
案
の
声
が
上
が

る
な
ど
、
効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
」

こ
う
し
た
業
務
に
紐
付
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
が
人
事
評
価
制
度
。
勤
務
態
度

や
主
体
性
、
責
任
感
と
い
っ
た
項
目
を
記
載
す
る

成
長
支
援
シ
ー
ト
を
用
意
し
、
一
人
ひ
と
り
に
覚

え
て
ほ
し
い
知
識
や
技
術
と
と
も
に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
事
評
価
制
度
に
よ
っ
て
上
司
は
部
下
を

き
ち
ん
と
見
る
よ
う
に
な
り
、
社
員
は
〝
頑
張
る

基
準
〞
が
分
か
る
の
で
仕
事
に
も
身
が
入
り
ま
す
。

今
後
は
規
模
を
拡
大
し
な
が
ら
、
社
員
の
輝
け
る

場
を
つ
く
る
た
め
に
新
し
い
事
業
も
見
据
え
た
い

で
す
ね
」

若
杉
さ
ん
は「
み
ん
な
で
牧
場
を
良
く
し
た
い
」

と
何
度
も
口
に
し
ま
し
た
。
こ
の
思
い
が
社
員
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
笑
顔
で
働
く
人
ば
か
り
な

の
で
す
ね
。

有限会社北広牧場
上川郡新得町字新得基線85番地13
https://hokkoh-farm.co.jp/

若
手
社
員
が 

イ
キ
イ
キ
と
働
い
て
い
る
こ
と
が 

分
か
る
表
情
で
す
。

今
後
は
消
費
者
と
の 

距
離
を
縮
め
る
た
め
に 

自
社
商
品
の
開
発
や 

牧
場
体
験
に
も
注
力
。
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リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
、 

「
社
員
２
人
体
制
」に
シ
フ
ト
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ハ
ス
カ
ッ
プ
、
い
ち
ご
の
ほ

か
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
か
ぼ

ち
ゃ
な
ど
の
野
菜
生
産
と
ジ
ャ
ム
加
工
を
手
が
け

る
株
式
会
社esaki

。農
産
物
の
生
産
は
代
表
取
締

役
の
江
﨑
佑
さ
ん
が
「
ジ
ョ
ー
ジ
農
園
」
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
農
場
名
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

「
当
社
で
は
妻
が
『H

ヒ

ロ

カ

IROKA J

ジ
ャ
ム

AM

』
と
し
て
自

社
の
ベ
リ
ー
類
を
中
心
に
ジ
ャ
ム
を
仕
込
ん
で
い

ま
す
。
僕
ら
は
新
規
就
農
者
で
、
農
産
物
の
生
産

は
ほ
と
ん
ど
自
分
一
人
で
担
っ
て
い
ま
し
た
。
６

年
目
に
は
こ
の
体
制
で
見
込
め
る
売
上
に
限
界
を

感
じ
、
会
社
と
し
て
さ
ら
に
成
長
す
る
た
め
に
社

員
採
用
の
方
向
へ
と
舵
を
切
っ
た
ん
で
す
」

当
初
は
「
農
の
雇
用
事
業
」
を
活
用
し
て
１
名

を
採
用
。
経
営
も
仕
事
も
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し

た
が
、
農
業
の
世
界
と
田
舎
暮
ら
し
に
魅
力
を
感

じ
た
社
員
が
独
立
を
希
望
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

「
今
も
求
人
広
告
に
は
職
種
を
幹
部
候
補
と
記
載

し
ま
す
し
、
面
接
で
も
独
立
の
意
思
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
す
が
、
社
員
の
気
持
ち
も
痛
い
ほ
ど

分
か
り
ま
す
。
な
の
で
、
新
規
就
農
し
た
い
場
合

は
、
で
き
る
限
り
応
援
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん

で
す
。
貴
重
な
戦
力
を
失
う
こ
と
に
心
中
は
複
雑

で
す
が
（
笑
）」

江
﨑
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
５
名
の
社
員
を
採
用
。１

人
は
独
立
を
果
た
し
、
２
人
は
退
職
、
今
は
２
人

の
社
員
が
働
い
て
い
ま
す
。

経営理念への 
共感を大切にする 
採用手法

社員の成長と未来が 
描ける会社であることを 

伝えています。
長沼町「株式会社esaki ジョージ農園」

代
表
取
締
役
の 

江
﨑
佑
さ
ん
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「
現
在
の
社
員
の
う
ち
１
人
は
独
立
予
定
で
す
。

育
成
し
た
社
員
が
新
規
就
農
を
目
指
し
た
り
、
退

職
し
た
り
す
る
経
験
を
経
た
こ
と
で
、
会
社
の
リ

ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
少
し
無
理
し
て
で
も

２
人
を
雇
う
体
制
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
」

理
念
に
共
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、 

求
人
広
告
に
で
き
る
限
り
記
載
。

こ
れ
ま
で
社
員
を
採
用
し
た
中
で
、
仕
事
内
容

や
給
与
面
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
感
じ
た
２
名
は
会
社

を
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。
江
﨑
さ
ん
は
自
ら
の
思

い
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感

し
、
最
近
は
求
人
媒
体
に
農
場
の
理
念
を
で
き
る

限
り
記
載
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

「
中
小
企
業
家
同
友
会
に
参
加
し
た
際
、
農
場
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
文
化
し
た
ほ
う
が
良
い
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
い
た
こ
と
も
き
っ
か
け
で
す
。『
こ

の
田
舎
で
豊
か
に
暮
ら
し
、
そ
の
価
値
を
都
会
に

届
け
よ
う
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
会
社
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
決
め
た
こ
と
で
、
今
年
採
用
し
た
社
員

は
〝
思
い
に
共
感
し
た
〞
と
応
募
し
て
く
れ
た
ん

で
す
」

同
社
は
ジ
ャ
ム
の
製
造
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

と
い
っ
た
「
楽
し
そ
う
」
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
が
け

て
い
る
の
も
特
長
。
一
方
で
経
営
の
軸
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
手
作
業
が
多
い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
生
産
で
す
。
と
も
す
る
と
、
応

募
者
の
「
想
像
し
て
い
た
仕
事
じ
ゃ
な
か
っ
た
」

と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
例
え
ば
、
ジ
ャ
ム
づ
く
り
は
妻
に
し
か
で
き
な

い
と
正
直
に
伝
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
に

も
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
雨
の
日

も
風
が
強
い
時
で
も
作
業
を
す
る
な
ど
、
農
業
の

厳
し
い
側
面
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
で
も
応
募

し
た
い
と
い
う
人
に
面
接
ま
で
進
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
」

田
舎
で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の 

経
済
的
な
未
来
も
き
ち
ん
と
提
示
。

社
員
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
応
募
者
が
重
視

す
る
点
の
一
つ
が
給
与
や
待
遇
。
江
﨑
さ
ん
は
農

家
な
ら
で
は
の
悩
み
と
も
い
え
る
時
間
外
労
働
の

多
さ
を
念
頭
に
、
働
く
人
の
視
点
で
こ
ん
な
ス
タ

イ
ル
を
取
っ
て
い
ま
す
。

「
ウ
チ
で
は
雇
用
形
態
が
社
員
で
も
、
敢
え
て
時

給
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
農
繁
期
に
は
残
業
も

多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
働
い
た
分
の
時
間
を
給
与

と
し
て
明
確
に
支
払
い
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
す
。
社
会
保
険
を
通
年
で
か
け
る
こ
と
に
つ
い

て
も
、
応
募
者
は
安
心
感
が
あ
る
と
言
っ
て
く
れ

ま
す
」

江
﨑
さ
ん
は
こ
う
し
た
給
与
体
系
に
つ
い
て
も

包
み
隠
さ
ず
教
え
る
一
方
、
田
舎
暮
ら
し
の
中
で

月
に
必
要
な
お
金
や
貯
金
で
き
る
額
を
具
体
的
に

提
示
。
お
い
し
い
お
す
そ
分
け
や
澄
ん
だ
空
気
を

楽
し
み
な
が
ら
、
長
沼
町
や
近
隣
で
幸
せ
に
生
活

で
き
る
未
来
図
を
描
け
る
人
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
チ
は
待
遇
が
特
別
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
社
員
の
生
活
を
き
ち
ん
と
守
り
、
働
い
て

社
員
が
近
く
に
い
る
時
は
直
接
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、 

離
れ
て
い
る
場
合
は「LIN

E

」を
活
用
し
て
い
る
と
か
。
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く
れ
る
人
を
幸
せ
に
す
る
覚
悟
は
常
に
持
っ
て
い

ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、家
探
し
を
手
伝
っ
た
り
、地

域
の
集
ま
り
に
誘
っ
た
り
、
暮
ら
し
に
不
安
な
こ

と
は
と
こ
と
ん
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ん
で
す
」

作
業
予
定
の
書
き
出
し
と
、 

仕
事
の
移
譲
は
効
果
抜
群
。

江
﨑
さ
ん
が
採
用
基
準
で
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
知
識
や
技
術
よ
り
も
相
性
。
一
緒
に
働
い
て

い
き
た
い
と
思
え
る
人
柄
を
見
て
い
る
と
言
い
ま

す
が
、
過
去
に
は
こ
ん
な
出
来
事
も
。

「
数
年
前
、
社
員
か
ら
『
江
﨑
さ
ん
は
何
を
考
え

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
今
は
忙
し
い
の
か
、
そ

う
で
な
い
の
か
も
見
え
な
い
』
と
言
わ
れ
て
、
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。猛
省
す
る
と
と
も
に
、す

ぐ
納
屋
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
設
置
し
、
今
日
す

べ
き
仕
事
内
容
や
で
き
る
こ
と
を
社
員
と
話
し
合

っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
仕
組
み
を
整
え
た

ん
で
す
」

効
果
は
ほ
ど
な
く
現
れ
た
と
か
。
社
員
は
忙
し

く
な
る
こ
と
が
分
か
る
と
計
画
性
を
持
っ
て
早
め

早
め
に
仕
事
を
こ
な
す
な
ど
、
働

き
手
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
と
ム
ダ
の

削
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

「
同
時
に
数
字
に
強
い
社
員
に
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
１
時
間
に
ど
れ
く

ら
い
収
穫
す
る
の
が
適
切
な
目
標

か
決
め
て
も
ら
っ
た
り
、
パ
ー
ト

さ
ん
の
指
導
係
に
な
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
今
ま
で
自
分
の
仕
事
だ
っ

た
こ
と
を
任
せ
て
い
き
ま
し
た
。
社
員
が
業
務
に

自
発
的
に
取
り
組
み
、
あ
る
程
度
の
判
断
を
自
ら

下
す
こ
と
で
、
何
を
す
る
に
も
納
得
感
が
得
ら
れ
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
グ
ン
と
高
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
」江

﨑
さ
ん
の
夢
の
一
つ
が
社
員
に
家
を
建
て
た

い
と
相
談
さ
れ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
ロ
ス
を
減
ら
し
て
利
益
率
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
、
５
年
間
の
経
営
計
画
を
社
員
と
共
有
す

る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
社
員
が
会
社
と
と
も
に
成
長
し
て
い
け
る
と
い

う
未
来
を
描
く
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
る
は
ず
。僕

自
身
も
利
益
率
が
上
が
る
仕
事
を
も
っ
と
つ
く
ら

な
け
れ
ば
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
ま
す
」

株式会社esaki
夕張郡長沼町東6線北13番地
https://www.esaki-family.com/

急
ぐ
業
務
や
今
で
き
る
仕
事
を 

色
分
け
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
視
覚
的
に
管
理
。
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農
業
の
世
界
で
社
員
を
雇
う
際
、
意
外
と
見

落
と
し
が
ち
な
の
が
労
災
事
故
。
企
業
や

事
業
主
は
、
社
員
を
雇
用
す
る
時
に
安
全
衛
生
管

理
を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、「
安
全
に
働
け
る
」
環
境
を
整
え
る
の
は
雇

用
す
る
側
の
責
任
で
す
。
農
業
で
は
、
重
機
や
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
扱
う
こ
と
も
多
い
た
め
、
万
一

の
リ
ス
ク
に
備
え
て
社
員
を
労
災
保
険
に
加
入
さ

せ
る
こ
と
は
必
須
と
い
っ
て
も
良
い
く
ら
い
で
し

ょ
う
。

最
近
で
は
、
民
間
の
保
険
会
社
で
も
「
労
災
上

乗
せ
保
険
」
と
い
っ
た
安
心
を
さ
ら
に
高
め
る
商

品
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
労
災
保
険
は

社
員
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
が
、
中
小
事
業
主

や
自
営
業
者
、
家
族
な
ど
社
員
で
は
な
い
人
も
加

入
で
き
る
「
労
災
保
険
の
特
別
加
入
制
度
」
が
あ

る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
加
入
率

も
８
％
程
度
と
低
い
た
め
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加

入
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
安
全
衛
生
管
理
を
整
え
る
こ
と
を
前

提
に
、
社
員
を
採
用
す
る
時
に
大
切
な
の
は
農
場

の
中
長
期
的
な
経
営
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、ど

ん
な
人
材
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
す
。一

方
、
農
場
の
将
来
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、
５
年
後
、
10
年
後
に
ど
う
成
長
し
、
ど
ん

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
立
て
る
か
示
す
こ
と
も
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
ま
す
。

社
員
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
や
定
着
に
お
す
す

め
な
の
が
人
事
考
課
制
度
。
と
い
っ
て
も
、

最
初
は
難
し
く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ

４
の
紙
に
10
く
ら
い
評
価
項
目
を
書
き
、「
○
×

△
」で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
程
度
で
も
十
分
。社

員
が
何
を
評
価
さ
れ
、
給
与
が
ど
う
決
め
ら
れ
て

い
る
の
か
分
か
る
こ
と
で
、
目
標
が
立
て
や
す
く

な
り
ま
す
。
面
談
で
「
コ
レ
は
バ
ッ
チ
リ
。
ア
レ

は
も
う
少
し
頑
張
ろ
う
」
と
話
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
も
機
能
す
る
は
ず
で
す
。

農
業
は
自
分
の
仕
事
が
形
と
な
っ
て
実
る
魅
力

的
な
産
業
。
労
働
時
間
や
有
休
消
化
と
い
っ
た
働

き
方
も
改
革
し
な
が
ら
、
楽
し
い
職
場
を
つ
く
る

こ
と
が
、
人
材
の
確
保
と
定
着
に
よ
り
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

農
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る 

社
労
士
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

社
会
保
険
労
務
士 

（
中
）小
笠
原
俊
介
さ
ん
・（
左
）木
村
光
さ
ん
・（
右
）岩
野
浩
介
さ
ん

Interview

最初は大変でしたが、働
き方改革を進めてみると、
スタッフが辞めなくなりま
した。

農業法人 
代表

指示ばかりではなく、社
員に自分で考えてもらう
ことが大事だと思ってい
ます。

農業法人 
代表

最近はトップダウンでは
なく、一緒につくっていこ
うという気持ちが大切と
気付きました。

若手生産者

若手社員にもしっかりと
説明をしてくれるので安
心して働けます。

農業法人 
スタッフ

リアルボイス！
農業法人代表・ 
若手生産者のほか、 

農場社員や求職者の方 か々らも 
さまざまなメッセージが 
寄せられています。

さまざまな現場からの
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評価項目・内容 自己評価 評価者

行動特性
自律性 上司・先輩の指導のもと定型業務を積極的に身に

付けていっている。 3 4

協調性 周囲の業務が円滑に進むよう、先輩社員の補助作
業を率先して取り組んでいる。 4 4

スキル・知識

生乳生産管理
搾乳 4 4

ミルカー等搾乳機器整備点検 3 3

衛生管理 疾病観察 2 3

飼育管理
牛舎内外衛生維持作業 3 4

適正な飼育空間の維持 4 4

施設管理 施設保守点検管理 3 3

安全管理 作業環境安全管理 2 3

※各評価項目5点満点 合計点数 28 32

○○○○年度【上期・下期】 目標管理シート（例）  評価期間：2021年4月～2021年9月

所属部署 ○○部門 氏名 ○○ ○○ ステージ 一般職

〈評価基準〉
5点･･･まわりの新人スタッフのお手本となるレベル
4点･･･合格点以上、先輩のサポートがなくてもできるレベル
3点･･･合格点レベル

2点･･･合格点まであと一歩
1点･･･身に付けるまでにもう少し努力が必要

目標設定の際は、気持ち良く円滑
に仕事をするための「行動特性」と、
業務を遂行するための「スキル・知
識」を分けて整理をするとわかりや
すくなります。

評価項目や評価基準については、
社員と一緒に「ここまでできたら○
点だね」と話し合いながらつくると、
お互いに納得感のある目標設定に
することができます。

《目標管理シート》
サンプル

ゼロから考えるのは大変
なのでうまくいっている
農場を見本にしています。

農業法人 
代表

みんなで同じ方向を向く
ために、会社の理念の共
有は大事ですね。

農業法人 
代表

求人広告の内容次第で、
問い合わせ数がかなり変
わります。

採用 
コンサル

たまにＪＡで開催する採
用セミナーや勉強会もほ
かの農場との情報共有
ができたりオススメですよ。

農業法人 
代表

農場のホームページも
しっかりとしていて安心
感につながりました。

求職者

初めての社員募集で不
安だったのですが、求人
会社の担当者がいろいろ
教えてくれて一緒に求人
広告をつくってくれました。

若手生産者

農業法人 
スタッフ

この会社に決めた理由
は、みんなが楽しそうに
働いていたからです。

簡単な評価シートでも、 
＼社員の成長や定着に効果的／

上司（評価者）の部下への関わり
方がとても大切です。評価シー
トをもとに、褒めたり励ましたり
することで、コミュニケーション
ツールとしても機能します。

Check!
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Q-1

Q-2

Q&A
社員の雇用に向けて知っておくべき法律や手続き、社会保険などは？ 

農場の人事や労務についての実績も豊富な 
「NPO法人オルタナティブ・アグリサポート・プロジェクト」の 
社会保険労務士に、気になるギモンに答えてもらいました。

人を雇う上で 
守らなければならない法律は？
社員を雇用する上での最低基準を示した「労働基準
法」や、労働契約を結ぶ際の手順を示した「労働契約
法」など、守らなければならない法律はたくさんあります。
最低限の知識は必要ですが、すべてを理解するのは非
常に難しいと思われるので、人事労務管理に関する法
律の専門家である社会保険労務士をはじめ、身近な相
談相手を見つけることが大切です。

労働条件は 
どんなことを決めるの？

労働基準法では、事業主が社員に必ず明示しなけれ
ばならない労働条件が定められており、以下の項目に
ついて書面などで通知する必要があります。
◉契約期間
◉仕事をする場所と仕事の内容
◉勤務時間、休憩時間、休日、休暇
◉賃金支払いに関すること
◉退職に関する決めごと
◉期間の定めのある労働契約を更新する場合の基準

このほかにも、「退職金」「賞与」「安全・衛生」「職業訓
練」などの労働条件についても検討し、職場でルール化
した項目については明示します。

気になるギモンに

社労士さんが
アンサー！

＼
社員雇用の　

／
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Q-3

Q-4

人を雇う時に必要な 
手続きって？

農場の規模や社員の働き方によって異なりますが、ポイ
ントとなる手続きは以下の5つです。

《雇用契約》
雇用契約は事業主と社員の双方が同意することで成立
します。後 の々トラブルを避けるために、雇用契約は書
面で2部作成し、お互いに1部ずつ残しておくことが望ま
しいでしょう。

《労働保険・社会保険の手続き》
事業主（個人か法人か）、社員の人数、社員の労働時
間や雇用期間により、加入が必要な保険の種類が変わ
ります（詳しくはQ5へ）。

《税金関係の手続き》
初めて社員を雇う際には、税務署に「給与支払事務所
等の開設届出書」を提出します。また、社員に「給与所
得者の扶養控除等（異動）申告書」を提出してもらった
上で「源泉徴収簿」を作成。前職がある場合は、前職の
「給与所得等の源泉徴収票」も提出してもらいます。この
ほかに、「住民税の特別徴収についての手続き」も必要
です。

《法定帳簿の作成》
氏名、住所、雇用年月日など社員の基本的な情報を記
録した「労働者名簿」、基本給や手当、労働日数、手取
り額など、賃金に関する詳細を記録した「賃金台帳」、出
勤した日、出退勤時間、休憩時間などを記録した「出勤
簿」の法定三帳簿を作成し、適切に管理・保存しておく
ことが労働基準法で義務付けられています。

《就業規則》
常時雇用する社員が10人以上の会社は就業規則を
作成し、労働基準監督署長に届け出る必要があります。
10人未満の場合にもトラブルを未然に防ぎ、明るい職
場づくりにつなげるために、就業規則を作成しておくこ
とがおすすめです。

農業は労働基準法が 
適用にならないと聞きました。

労働基準法のすべてではなく、労働時間、休憩、休日、
割増賃金（深夜労働を除く）など一部の項目のみが適
用を除外されています。ただし、同じ農場内でも、農産物
の加工や販売など6次産業化の部門を設けた場合は、
労働時間などの規定が適用になります。さらに、農場経
営全体を通じて加工や販売が主な業務となった場合
は、農作業も含めた農場全体が労働基準法の適用とな
るので注意が必要。健康管理や作業能率の点からも
適切な労働時間や休憩、休日の設定が大切です。
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Q-5

Q-6

社会保険は 
必ず加入するべき？

広い意味で社会保険と呼ばれる公的な保障制度は、
労災保険・雇用保険・健康保険・厚生年金保険の4種
です。労災保険と雇用保険の加入が必要となる条件は、
個人経営の農場で常時雇用する社員が5人未満の場
合は任意、大規模個人経営や法人の場合は強制加入。
健康保険と厚生年金保険は個人経営の農場は人数
に関わらず任意、法人は加入が必須です。

《労災保険のポイント》
作業中の怪我や病気のリスクに備えるためにも加入を
強くおすすめします。経営者や同居親族などが加入で
きる「労災保険特別加入制度」という国の制度もありま
す。

《雇用保険のポイント》
社員の労働時間が週に20時間以上で、かつ31日以上
の雇用が見込まれる時は、雇用保険に加入する手続き
を取ります。

《健康保険・厚生年金保険のポイント》
個人経営の農場も社員の半数以上の同意があれば任
意で加入することができます。福利厚生が充実すること
から、社員の採用や定着の面で有利になることも期待
されます。

試用期間内に 
採用をやめても良い？

試用期間を文字通り「お試し期間」と安易に考えるのは
良くありません。試用期間中であっても、採用を中止する
場合は「解雇」の扱いになります。「熱心に教育したけど
うまくいかない」「指導しても勤務態度が悪い」など客観
的に合理的な理由がないと試用期間で雇用を打ち切
ることはできません。トラブルの火種になるので、慎重に
対応することが必要です。一般的には、1カ月～6カ月以
内に設定することが多く、それ以上の期間になると、試
用期間の本来の趣旨とずれる可能性があるため注意
が必要です。

法人農場
個人経営農場
（常時雇用の社員5

人以上）

個人経営農場
（常時雇用の社員5

人未満）

労災保険 ○ ○ △

雇用保険 ○ ○ △

健康保険 ○ △（※）

厚生年金
保険 ○ △（※）

○加入必須 △任意加入（※社員の半数以上の同意があれば任意で加入可能。）
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Q-7

Q-8

Q-9

労災・安全衛生の 
注意点って？

事業主には、社員が安全で健康に働けるよう配慮する
義務があります。農業の現場には大型機械や農薬など
の化学薬品、重量物の持ち運びなどさまざまなリスクが
あるので特に要注意。危険要因を取り除けないか作業
を見直し、安全な方法をマニュアル化するのがおすす
めです。その上で実際にお手本を見せ、社員の作業手
順をしっかりチェックしてみてください。安全な作業は効
率に直結し、生産性の向上につながることも多いので、
経営上の最優先課題として取り組むメリットがたくさん
あります。また、万が一に備えて労災保険に任意加入し
たり、民間の保険会社が扱っている各種保険に加入す
ることも検討しましょう。

社員を雇用する上で使える 
助成金や制度はありますか？

厚生労働省が管轄する雇用関係の助成金は、社員の
雇入れから雇用の維持、就業環境の整備、社員の教育
訓練、評価制度の導入といった場面で活用できる多種
多様な制度が用意されています。雇用保険に加入して
いる事業所が対象となっているものが多いようです。最
寄りのハローワークや労働局、社会保険労務士などに
相談するのが良いでしょう。

人事考課制度を活用している 
農場もあると聞いたのですが？
最初は社内でできるところからスタートするのがおすす
めです。社員と一緒に、短期～長期的な目標や評価基
準となるものさしをいくつか設定すると、与えられた評価
基準よりも自分で考えた基準のほうが納得感もあります。
考課制度は、社員を評価するためのものではなく、コミ
ュニケーションやモチベーション維持のために活用する
ことで効果を発揮してくれるツールです。
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